
 

 

様式第二号の八(第八条の四の五関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画書 

２０１２年 ６月 ２９日 

 

愛知県知事 様 

 

提出者                   

住 所 名古屋市中区錦3-2-1        

氏 名 五洋建設㈱名古屋支店       

                                                       執行役員支店長 野口哲史 

                           (担当：安全品質環境部 山口勝彦) 

電話番号 042-961-6235           

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他 

その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

事 業 場 の 名 称  五洋建設株式会社 名古屋支店 

事 業 場 の 所 在 地  愛知県名古屋市中区錦3-2-1 

計 画 期 間  平成24年4月1日～平成25年3月31日 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

①  事 業 の 種 類 総合工事業 

②事 業 の 規 模 資本金：３０，４４９（百万円）※平成24年3月31日現在 

③従 業 員 数 全社：２，３９１人 内名古屋支店１７８人 

 

④産業廃棄物の一連

の処理の工程 

 
 



 

 

(日本工業規格 Ａ列４番) 

(第２面) 

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

 

（管理体制図） 

本社） 土木本部、建築本部 ： 適正処理推進と廃棄物処理業務の総括及び指導 

     安全品質環境本部 ： 部門間調整と関係法令等遵守についての教育指導 

支店）    土木部、建築部 ： 廃棄物処理総括責任者を定め、適正処理の推進に 

関する監督指導、 

                協力会社の指導・育成、処理実績の集計及び記録の保管 

       安全品質環境部 ： 部門間調整と関係法令等遵守についての教育指導、自治 

体別集計及び記録の保管 

事業場）       工事事務所 ： 廃棄物処理責任者を定め、適正処理の推進に関する監督、

協力会社の指導、処理実績の集計 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

【前年度（２０１１年度）実績】       

産業廃棄物の種類 別紙１の通り  

排 出 量 7,426 ｔ ｔ

① 現状 
（これまでに実施した取組） 

・職員・作業員に分別の教育を実施する。 

・資機材の搬入に当たっては、省梱包・無梱包を依頼する。 

・仕上げ材(ALC・成型セメント版等)等をプレカット納品で依頼する。

・コンクリートガラを場内で再生砕石として再利用する。 

・汚泥を改良し、埋め戻し材として再利用する。 

・ダンボ－ル、金属くずを再生資源として搬出する。 

【目標】      

産業廃棄物の種類 別紙２の通り  

排 出 量 6,918 ｔ ｔ

 

②計画 （今後実施する予定の取組） 

・再生資源抑制策を抽出した「ゼロエミッション・チェック表」で着

手時に抑制計画を定める。施工部、安全品質環境部も含めた工事事前

検討会にて抑制計画内容を照査し、改善指導を行う。施工中の取り組

み状況を各部署の巡視時に確認し、不足する点については是正および

指導を行う。 

産業廃棄物の分別に関する事項 

 ①現状 

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

【分別種類】 

廃プラ、金属くず、コンクリート塊、アス・コン塊、紙くず、木くず、

繊維くず、混廃（安定型）、混廃（管理型） 

 

【取り組み】 

分別ボックスの配置（鉄缶、フレコン）、仮置き用「ハテナ？ボック

ス」による未分類抑制 

 



 

 

②計画 

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

【分別種類】 

今後も継続 

 

【取り組み】 

今後も継続 

 

（第３面） 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

【前年度（２０１１年度）実績】該当なし 

産業廃棄物の種類   

自ら再生利用を行った 

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ① 現状 

（これまでに実施した取組） 

該当なし 

【目標】該当なし 

産業廃棄物の種類   

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ

 

②計画 

（今後実施する予定の取組） 

該当なし 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

【前年度（２０１１年度）実績】 該当なし 

産業廃棄物の種類   

自ら熱回収を行った

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ

自ら中間処理により減量した 

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ

① 現状 

（これまでに実施した取組） 

該当なし 

【目標】  該当なし 

産業廃棄物の種類   

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ

自ら中間処理により減量する 

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ

 

②計画 

（今後実施する予定の取組） 

該当なし 



 

 

（第４面） 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

【前年度（２０１１年度）実績】該当なし 

産業廃棄物の種類   

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行った 

産業廃棄物の量 

ｔ ｔ
① 現状 

（これまでに実施した取組） 

該当なし 

 

 

【目標】該当なし 

産業廃棄物の種類   

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行う 

産業廃棄物の量 

ｔ ｔ

 

②計画 

（今後実施する予定の取組） 

該当なし 

 

 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

【前年度（２０１１年度）実績】  

産業廃棄物の種類 別紙１の通り  

全 処 理 委 託 量 7,426 ｔ ｔ

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
278 ｔ ｔ

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
7,404 ｔ ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
0 ｔ ｔ

 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

0 ｔ ｔ

 ① 現状 

（これまでに実施した取組） 

回収品目を再生利用率を調査し、再生品利用を行う事業者と委託契約

を締結する。 

 

 

 

 

 



 

 

（第５面） 

【目標】 

産業廃棄物の種類 別紙２の通り  

全 処 理 委 託 量 6,918 ｔ ｔ

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
500 ｔ ｔ

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
6,886 ｔ ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
0 ｔ ｔ

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

0 ｔ ｔ

 ②計画 

（今後実施する予定の取組） 

優良認定処理業者を事業所に広報し、同事業者との委託契約を推奨す

る。 

 

 

  

 

 

 

 

※事務処理欄   



 

 

（第６面） 

備考 

１  前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。 

２ 当該年度の６月30日までに提出すること。 

３ 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。

 (1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

 (2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請完成

工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。 

 (3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

の一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。 

４ 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中

間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間

処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。 

 ５ 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）であ

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者

への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。 

 ６ それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、

「―」を記入すること。 

７ ※欄は記入しないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 



MSE21-F34 (第6版　2007/04/01発行)

本　社/支　店 工事区分 解体/新築他

名 古 屋 土木 新築他 作成2012年 5月31日

(A) (B) (C) (D) (E) (F) (G) (H) (I) (J) (K) (L) (M) (N) (O) (P) (Q) (R) (S) (T) (w) 産業副産物排出原単位
A*E/100 C*E/100 ＳＲＣ Σ(F～T) W*1000/B W/D L*1000/B L/D

請負金額
（千円）

今年度出来高
金額(千円）

今年度出
来高面積

構  造 コンクリート塊
木材

廃棄物
アスコン塊

その他の
がれき類

伐木･伐根材 建設汚泥 建設混合
廃棄物

金属くず 廃塩化ビ
管・継手

廃プラス
チック

廃石膏ボード 紙くず アスベスト
（飛散性）

その他(1)
（特管物以

外）

その他
（特管物）

排出量計（ｔ） t/百万円 t/ 面積 t/百万円 t/ 面積

10NCB取付部改良 土木 新築 82,000 8,282 愛知県海部郡飛島村 2010.11.29～2011.7.29 0 M-4 その他の土木工事（民間） 10.10 93.5 1.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 17 2 94.6 11.42 #DIV/0! 0.00 #DIV/0! 0

豊川用水高松工区 土木 新築 1,961,945 368,804 愛知県田原市高松町前後60 2009.3.25～2012.6.26 0 E-   上・工水道関係工事 18.80 168.1 21.6 1,997.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 113.2 0.0 1.3 0.0 0.0 0.0 458 458 2,301.9 6.24 #DIV/0! 0.00 #DIV/0! 0

鍋田ふ頭上部 土木 新築 848,500 281,151 愛知県弥富市富浜 2010.8.26～2011.7.15 0 I-2　港湾関係工事 33.14 502.8 20.6 0.0 0.0 0.0 0.5 0.6 0.0 0.0 1.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 77 16 525.7 1.87 #DIV/0! 0.00 #DIV/0! 0

中日本ＧＣ桟橋ＲＮ 土木 新築 230,000 230,000 愛知県碧南市 2010.3.10～2011.8.31 0 A-3 浚渫 100.00 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 17.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 6.3 7 7 23.3 0.10 #DIV/0! 0.07 #DIV/0! 16,520

ＪＸエネルギー 土木 新築 218,631 218,631 愛知県知多市 2011.1.10～2011.5.31 0 M-4 その他の土木工事（民間） 100.00 667.4 0.0 244.0 0.0 0.0 0.0 6.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 106 89 917.8 4.20 #DIV/0! 0.03 #DIV/0! 0

新日鐵浚渫埋立 土木 新築 2,023,000 142,491 愛知県東海市北浜町 2011.10.1～2014.4.30 0 A-3 浚渫 7.04 45.0 24.9 0.0 1.5 0.0 0.0 6.9 0.9 0.0 0.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 36 36 79.6 0.56 #DIV/0! 0.05 #DIV/0! 0

王子桟橋改修 土木 新築 152,487 152,487 愛知県海部郡飛島村 2011.6.2～2012.3.31 0 M-4 その他の土木工事（民間） 100.00 190.4 2.1 0.0 0.0 0.0 0.0 2.9 0.0 0.0 2.8 0.0 2.2 0.0 0.2 0.0 42 1 200.7 1.32 #DIV/0! 0.02 #DIV/0! 0

鍋田ふ頭ＰＣ上部 土木 新築 476,900 476,900 愛知県弥富市富浜 2011.03.03～2011.10.14 0 I-2　港湾関係工事 100.00 1.8 8.5 0.0 0.0 0.0 0.0 1.7 0.0 0.0 3.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 17 0 15.7 0.03 #DIV/0! 0.00 #DIV/0! 0

11鍋田ふ頭ＰＣ上部 土木 新築 486,800 486,800 愛知県弥富市富浜 2011.04.07～2011.10.28 0 I-2　港湾関係工事 100.00 8.1 7.4 0.0 0.0 0.0 0.0 2.8 0.0 0.0 2.7 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 18 0 21.3 0.04 #DIV/0! 0.01 #DIV/0! 0

第３ＰＩ築堤嵩上 土木 新築 521,000 521,000 愛知県弥富市富浜 2011.10.04～2012.03.26 0 I-2　港湾関係工事 100.00 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 57.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 17 0 57.2 0.11 #DIV/0! 0.00 #DIV/0! 0

１０新日鐵護岸 土木 新築 1,311,430 192,445 愛知県東海市東海町5-3 2010.8.23～2011.11.30 0 A-2 護岸 14.67 941.3 12.0 3.9 0.0 0.0 0.0 10.3 0.0 0.0 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 126 126 972.5 5.05 #DIV/0! 0.05 #DIV/0! 0

福通給油所解体（名古屋） 土木 解体 69,000 69,000 愛知県北名古屋市中之郷八反38 2011.05.01～2011.11.30 0 M-4 その他の土木工事（民間） 100.00 310.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.5 0.0 33 33 315.5 4.57 #DIV/0! 0.00 #DIV/0! 0

衣浦流通センター桟橋劣化対策 土木 愛知県碧南市明石町10番地 2011.3.30～2011.4.8 M-4 その他の土木工事（民間） 100.00 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1 1 0.5

由良海運鍋田開発工事 建築 新築 561,750 561,750 愛知県弥富市鍋田町八穂 2011.02.01～2011.09.30 7,686 7,686 N-   非木造新築 Ｓ　 100.00 48.6 4.4 37.8 0.0 4.2 0.0 5.7 15.9 0.0 5.2 1.7 8.5 0.0 0.0 0.0 51.0 10 132.0 0.23 0.02 0.01 0.00 900

上組東海支店輸送課移転工事 建築 新築 99,492 99,492 愛知県東海市東海町 2011.07.15～2012.03.31 671 671 N-   非木造新築 Ｓ　 100.00 27.0 0.0 297.0 0.0 0.0 0.0 4.8 2.6 0.0 0.0 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 39.0 39 332.4 3.34 0.50 0.05 0.01 162

上組東海支店輸送課移転工事 建築 解体 16,017 16,017 愛知県東海市東海町 2011.07.15～2012.03.31 1,093 1,093 P-   非木造解体 Ｓ　 100.00 374.4 93.2 451.6 0.0 0.0 0.0 16.2 0.0 0.0 3.7 3.9 0.0 0.0 21.0 0.0 140.0 140 964.0 60.19 0.88 1.01 0.01 0

中村鉄工事務所増築 建築 新築 166,058 166,058 愛知県小牧市大字野口字岳造 2011.07.01～2012.03.31 524 524 N-   非木造新築 Ｓ　 100.00 10.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 7.8 1.7 0.0 0.0 3.2 1.6 0.0 0.0 0.0 36.0 0 25.0 0.15 0.05 0.05 0.01 130

中村鉄工事務所増築 建築 解体 4,800 4,800 愛知県小牧市大字野口字岳造 2011.07.01～2012.03.31 480 480 P-   非木造解体 Ｓ　 100.00 125.1 12.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 104.0 0.0 1.4 2.7 1.9 0.0 45.1 0.0 49.0 9 293.1 61.06 0.61 0.00 0.00 0

蒲郡競走場建築 建築 新築 3,675,000 209,475 愛知県蒲郡市拾石町東浜 2011.09.27～2015.02.27 36,090 2,057 N-   非木造新築 Ｓ　 5.70 47.4 2.2 31.3 0.0 0.0 19.9 10.8 0.0 0.0 0.8 0.0 0.6 0.0 39.9 0.0 57.0 37 152.9 0.73 0.07 0.05 0.01

3,562.2 211.0 3,063.3 1.5 4.2 20.4 93.6 125.1 0.0 197.2 12.5 16.1 0.0 112.2 6.3 1,327.0 1,004 7,425.7 17,712

工事種別

愛知県

今年度
出来高(%)

【愛知県】　2011年度  建 設 副 産 物 実 績 集 計 表

自治体別
工　事　名　称　（略称）

工　事　場　所
（県、区、市、郡まで記入）

工　　　期 延床面積
（建築のみ）

建設発生土
(m3)

混廃排出原単位
特定建設資材廃棄物（ｔ） 建 設 廃 棄 物 （ｔ） 内、

紙マニフェスト
発行枚数

マニフェスト
発行枚数

作　成　者
廃棄物処理
総括責任者



（No.　1　　）

項目 内容

従業員数（人） 178

当該事業所の元請完
成工事高(万円/年)

631,100

当該事業所の製造品
出荷額（万円/年）

-

2　実施状況

コンクリート塊 木材廃棄物 アスコン塊 その他のがれき類 材木・伐根材

4,000 150 2,500 1 0

前

年 4,000 150 2,500 1  

度

計 再生利用用途
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

画

の 埋立処分先 Ａ　県内・Ｂ　県外 Ａ　県内・Ｂ　県外 Ａ　県内・Ｂ　県外 Ａ　県内・Ｂ　県外 Ａ　県内・Ｂ　県外

実

施 処理方法
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

状 0 0 0 0  

況

（

再生利用用途
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

年

度 埋立処分先 Ａ　県内・Ｂ　県外 Ａ　県内・Ｂ　県外 Ａ　県内・Ｂ　県外 Ａ　県内・Ｂ　県外 Ａ　県内・Ｂ　県外

実 0 0 0 0  

積 4,000 150 2,500 1  

）

4,000 150 2,500 1  

埋立処分先 Ａ　県内・Ｂ　県外 Ａ　県内・Ｂ　県外 Ａ　県内・Ｂ　県外 Ａ　県内・Ｂ　県外 Ａ　県内・Ｂ　県外

4,000 150 2,500 1  

処理方法
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

 ｇ　委託中間処理により減量した量（ｔ/年）

4,000 150 2,500 1  

再生利用用途
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

埋立処分先 Ａ　県内・Ｂ　県外 Ａ　県内・Ｂ　県外 Ａ　県内・Ｂ　県外 Ａ　県内・Ｂ　県外 Ａ　県内・Ｂ　県外

4,000 150 2,500 1  

0 0 0 0  

0 0 0 0  

事業場の名称 五洋建設株式会社名古屋支店 前年度の3月31日現在の従業者数（パート等の臨時職員及び役員等
を含む）を記入して下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　2012年度　産業廃棄物処理目標【愛知県】　　　　　　　　　　　　　別紙２

1　事業場の概要

項目 内容 備考

建設業の場合記入。
愛知県内（政令市を除く。）で行われた工事の年間の元請完成工
事高(出来高工事を含む)を記入して下さい。

連絡先
TEL:052-961-6235  FAX:052-961-9358
E-MAL:katsuhiko.yamaguchi@mail.penta-ocean.co.jp

製造業の場合記入。
前年度の4月１日から3月31日までの１年間の額を記入して下さ
い。

②　自ら直接再生利用した量（ｔ/年）

③　自ら直接埋立処分又は海洋投入処分した量
　　（ｔ/年）

記入者名 山口勝彦

　　　　　　　　　　　　産業廃棄物の種類
                            　　  (名称）
　　項目

ａ　不要物等発生量（ｔ/年）

b  有償物量（ｔ/年）

①　排出量（ｔ/年）（①＝ａ－ｂ）

④　自ら中間処理した量（ｔ/年）

⑦　自ら中間処理により減量した量
　　（ｔ/年）（⑦＝④－⑥）

⑥　自ら中間処理した後の残さ量
　　（ｔ/年）

⑧　自ら中間処理した後
　　再生利用した量（ｔ/年）

⑨　自ら中間処理した後自ら埋立処分
　　又は海洋投入処分した量（t/年）

ｃ　自ら中間処理した後の処理委託量
　（t/年）（ｃ＝⑥－⑧－⑨）

ｄ　直接処理委託量
　（ｔ/年）（ｄ＝①－②－③－④）

⑩　直接及び自ら中間処理した後の処理委託量
　　（ｔ/年）（⑧＝ｃ＋ｄ）

ｅ　埋立処分又は海洋投入処分の処理委託量
　　（ｔ/年）

ｆ　委託中間処理量（ｔ/年）

ｈ　委託中間処理した後再生利用した量
　　（ｔ/年）

ｉ　委託中間処理した後埋立処分又は海
　　洋投入処分した量（ｔ/年）

　　　　４　記入欄が不足する場合は、シートをコピーしてお使いください。なお、この場合、右上No.欄にページを記載してください。
　　　　５　①～④、⑥～⑩は様式第二号の九又は様式第二号の一四の第２面と同じ項目です。

ｊ　再生利用量（ｔ/年）（ｊ＝②＋⑧＋ｈ）

ｋ　中間処理による減量（ｔ/年）（ｋ＝⑦＋ｇ）

ｌ　最終処分量（ｔ/年）（ｌ＝③＋⑨＋ｅ＋ｉ）

　（注）１　産業廃棄物発生・処理フロー図を参考に記載してください。

　　　　２　再生利用用途コード　Ａ：原料・材料　Ｂ：燃料　Ｃ：飼料・肥料　Ｄ：建設材料　Ｅ：その他（具体的に記載）
　　　　３　処理方法コード　　　Ａ：焼却・溶融　Ｂ：脱水・乾燥　Ｃ：破砕・圧縮　Ｄ：中和　Ｅ：その他（具体的に記載）



（No.　2   ）

項目 内容

従業員数（人） 178

当該事業所の元請完
成工事高(万円/年)

631,100

当該事業所の製造品
出荷額（万円/年）

-

2　実施状況

建設汚泥 建設混合廃棄物 金属くず 廃塩ビ管・継手 廃プラスチック

20 50 25 0 15

前

年 20 50 25  15

度

計 再生利用用途
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

画

の 埋立処分先 Ａ　県内・Ｂ　県外 Ａ　県内・Ｂ　県外 Ａ　県内・Ｂ　県外 Ａ　県内・Ｂ　県外 Ａ　県内・Ｂ　県外

実

施 処理方法
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

状 0 0 0  0

況

（

再生利用用途
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

年

度 埋立処分先 Ａ　県内・Ｂ　県外 Ａ　県内・Ｂ　県外 Ａ　県内・Ｂ　県外 Ａ　県内・Ｂ　県外 Ａ　県内・Ｂ　県外

実 0 0 0  0

積 20 50 25  15

）

20 50 25  15

埋立処分先 Ａ　県内・Ｂ　県外 Ａ　県内・Ｂ　県外 Ａ　県内・Ｂ　県外 Ａ　県内・Ｂ　県外 Ａ　県内・Ｂ　県外

処理方法
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（選別）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（選別）

 ｇ　委託中間処理により減量した量（ｔ/年）

20 50 25  15

再生利用用途
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

埋立処分先 Ａ　県内・Ｂ　県外 Ａ　県内・Ｂ　県外 Ａ　県内・Ｂ　県外 Ａ　県内・Ｂ　県外 Ａ　県内・Ｂ　県外

20 50 25  15

0 0 0  0

0 0 0  0

　　　　２　再生利用用途コード　Ａ：原料・材料　Ｂ：燃料　Ｃ：飼料・肥料　Ｄ：建設材料　Ｅ：その他（具体的に記載）
　　　　３　処理方法コード　　　Ａ：焼却・溶融　Ｂ：脱水・乾燥　Ｃ：破砕・圧縮　Ｄ：中和　Ｅ：その他（具体的に記載）
　　　　４　記入欄が不足する場合は、シートをコピーしてお使いください。なお、この場合、右上No.欄にページを記載してください。
　　　　５　①～④、⑥～⑩は様式第二号の九又は様式第二号の一四の第２面と同じ項目です。

ｊ　再生利用量（ｔ/年）（ｊ＝②＋⑧＋ｈ）

ｋ　中間処理による減量（ｔ/年）（ｋ＝⑦＋ｇ）

ｌ　最終処分量（ｔ/年）（ｌ＝③＋⑨＋ｅ＋ｉ）

　（注）１　産業廃棄物発生・処理フロー図を参考に記載してください。

ｃ　自ら中間処理した後の処理委託量
　（t/年）（ｃ＝⑥－⑧－⑨）

ｄ　直接処理委託量
　（ｔ/年）（ｄ＝①－②－③－④）

⑩　直接及び自ら中間処理した後の処理委託量
　　（ｔ/年）（⑧＝ｃ＋ｄ）

ｅ　埋立処分又は海洋投入処分の処理委託量
　　（ｔ/年）

ｆ　委託中間処理量（ｔ/年）

ｈ　委託中間処理した後再生利用した量
　　（ｔ/年）

ｉ　委託中間処理した後埋立処分又は海
　　洋投入処分した量（ｔ/年）

③　自ら直接埋立処分又は海洋投入処分した量
　　（ｔ/年）

④　自ら中間処理した量（ｔ/年）

⑦　自ら中間処理により減量した量
　　（ｔ/年）（⑦＝④－⑥）

⑥　自ら中間処理した後の残さ量
　　（ｔ/年）

⑧　自ら中間処理した後
　　再生利用した量（ｔ/年）

⑨　自ら中間処理した後自ら埋立処分
　　又は海洋投入処分した量（t/年）

ａ　不要物等発生量（ｔ/年）

b  有償物量（ｔ/年）

①　排出量（ｔ/年）（①＝ａ－ｂ）

②　自ら直接再生利用した量（ｔ/年）

連絡先
TEL:052-961-6235  FAX:052-961-9358
E-MAL:katsuhiko.yamaguchi@mail.penta-ocean.co.jp

製造業の場合記入。
前年度の4月１日から3月31日までの１年間の額を記入して下さ
い。

　　　　　　　　　　　　産業廃棄物の種類
                            　　  (名称）
　　項目

事業場の名称 五洋建設株式会社名古屋支店 前年度の3月31日現在の従業者数（パート等の臨時職員及び役員等
を含む）を記入して下さい。

記入者名 山口勝彦
建設業の場合記入。
愛知県内（政令市を除く。）で行われた工事の年間の元請完成工
事高(出来高工事を含む)を記入して下さい。

1　事業場の概要

項目 内容 備考

　　　　　　　　　　　　　　　2012年度　産業廃棄物処理目標【愛知県】　　　　　　　　　　　　　別紙２



（No.　3　　）

項目 内容

従業員数（人） 178

当該事業所の元請完
成工事高(万円/年)

631,100

当該事業所の製造品
出荷額（万円/年）

-

2　実施状況

廃石膏ボード 紙くず アスベスト その他 その他

（飛散性） (特管物以外） (特管物）

15 10 50 80 2

前

年 15 10 50 80 2

度

計 再生利用用途
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

画

の 埋立処分先 Ａ　県内・Ｂ　県外 Ａ　県内・Ｂ　県外 Ａ　県内・Ｂ　県外 Ａ　県内・Ｂ　県外 Ａ　県内・Ｂ　県外

実

施 処理方法
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

状 0 0 0 0 0

況

（

再生利用用途
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

年

度 埋立処分先 Ａ　県内・Ｂ　県外 Ａ　県内・Ｂ　県外 Ａ　県内・Ｂ　県外 Ａ　県内・Ｂ　県外 Ａ　県内・Ｂ　県外

実 0 0 0 0 0

積 15 10 50 80 2

）

15 10 50 80 2

埋立処分先 Ａ　県内・Ｂ　県外 Ａ　県内・Ｂ　県外 Ａ　県内・Ｂ　県外 Ａ　県内・Ｂ　県外 Ａ　県内・Ｂ　県外

15 10 80 2

処理方法
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（分級、溶融）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

 ｇ　委託中間処理により減量した量（ｔ/年）

15 10 50 0

再生利用用途
Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ
Ｅ（　　　　　）

30 2

埋立処分先 Ａ　県内・Ｂ　県外 Ａ　県内・Ｂ　県外 Ａ　県内・Ｂ　県外 Ａ　県内・Ｂ　県外 Ａ　県内・Ｂ　県外

15 10 0 50 0

0 0 0 0 0

0 0 0 30 2

事業場の名称 五洋建設株式会社名古屋支店 前年度の3月31日現在の従業者数（パート等の臨時職員及び役員等
を含む）を記入して下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　2012年度　産業廃棄物処理目標【愛知県】　　　　　　　　　　　　　別紙２

1　事業場の概要

項目 内容 備考

建設業の場合記入。
愛知県内（政令市を除く。）で行われた工事の年間の元請完成工
事高(出来高工事を含む)を記入して下さい。

連絡先
TEL:052-961-6235  FAX:052-961-9358
E-MAL:katsuhiko.yamaguchi@mail.penta-ocean.co.jp

製造業の場合記入。
前年度の4月１日から3月31日までの１年間の額を記入して下さ
い。

②　自ら直接再生利用した量（ｔ/年）

③　自ら直接埋立処分又は海洋投入処分した量
　　（ｔ/年）

記入者名 山口勝彦

　　　　　　　　　　　　産業廃棄物の種類
                            　　  (名称）
　　項目

ａ　不要物等発生量（ｔ/年）

b  有償物量（ｔ/年）

①　排出量（ｔ/年）（①＝ａ－ｂ）

④　自ら中間処理した量（ｔ/年）

⑦　自ら中間処理により減量した量
　　（ｔ/年）（⑦＝④－⑥）

⑥　自ら中間処理した後の残さ量
　　（ｔ/年）

⑧　自ら中間処理した後
　　再生利用した量（ｔ/年）

⑨　自ら中間処理した後自ら埋立処分
　　又は海洋投入処分した量（t/年）

ｃ　自ら中間処理した後の処理委託量
　（t/年）（ｃ＝⑥－⑧－⑨）

ｄ　直接処理委託量
　（ｔ/年）（ｄ＝①－②－③－④）

⑩　直接及び自ら中間処理した後の処理委託量
　　（ｔ/年）（⑧＝ｃ＋ｄ）

ｅ　埋立処分又は海洋投入処分の処理委託量
　　（ｔ/年）

ｆ　委託中間処理量（ｔ/年）

ｈ　委託中間処理した後再生利用した量
　　（ｔ/年）

ｉ　委託中間処理した後埋立処分又は海
　　洋投入処分した量（ｔ/年）

　　　　４　記入欄が不足する場合は、シートをコピーしてお使いください。なお、この場合、右上No.欄にページを記載してください。
　　　　５　①～④、⑥～⑩は様式第二号の九又は様式第二号の一四の第２面と同じ項目です。

ｊ　再生利用量（ｔ/年）（ｊ＝②＋⑧＋ｈ）

ｋ　中間処理による減量（ｔ/年）（ｋ＝⑦＋ｇ）

ｌ　最終処分量（ｔ/年）（ｌ＝③＋⑨＋ｅ＋ｉ）

　（注）１　産業廃棄物発生・処理フロー図を参考に記載してください。

　　　　２　再生利用用途コード　Ａ：原料・材料　Ｂ：燃料　Ｃ：飼料・肥料　Ｄ：建設材料　Ｅ：その他（具体的に記載）
　　　　３　処理方法コード　　　Ａ：焼却・溶融　Ｂ：脱水・乾燥　Ｃ：破砕・圧縮　Ｄ：中和　Ｅ：その他（具体的に記載）


